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荒
木
田
麗
女
（
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
～
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
））
は

伊
勢
神
宮
権
禰
宜
を
父
に
持
ち
、
後
に
伊
勢
神
宮
外
宮
御
師
の
妻
と
な
っ
た
。

平
安
時
代
を
舞
台
と
し
た
物
語
作
品
や
連
歌
で
知
ら
れ
、
そ
の
事
跡
か
ら
宣
長

を
中
心
と
す
る
国
学
者
と
の
比
較
を
以
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
人
物
で
あ
る
が
、

麗
女
は
国
学
者
と
は
一
線
を
画
し
、
漢
学
者
と
多
く
交
流
を
持
っ
て
い
た
。
麗

女
と
漢
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
伊
豆
野
タ
ツ
氏
「
荒
木
田
麗
女
の
学
問
と

素
養
―
物
語
作
品
を
通
じ
て
見
た
―⑴
」
に
す
で
に
示
さ
れ
る
。
伊
豆
野
氏
は
、

漢
学
を
物
語
執
筆
に
活
か
さ
れ
る
教
養
と
し
て
捉
え
て
整
理
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

雲
岡
梓
氏
が
『
荒
木
田
麗
女
の
研
究⑵
』
第
四
部
第
二
章
「
麗
女
の
漢
詩
」
の
項

で
麗
女
の
漢
詩
人
と
し
て
の
面
に
着
目
し
て
事
跡
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
も
、
麗
女
と
漢
学
と
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

麗
女
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
後
陽
成
天
皇
ま
で

の
御
代
を
描
い
た
『
池
の
藻
屑
』、
同
年
安
徳
天
皇
・
高
倉
天
皇
の
御
代
を
描

い
た
『
月
の
ゆ
く
へ
』
と
い
う
歴
史
物
語
を
執
筆
し
て
い
る
。
鏡
も
の
に
倣
い

か
な
文
字
で
書
か
れ
た
歴
史
物
語
は
、
麗
女
の
事
跡
と
し
て
は
和
学
に
分
類
さ

れ
、
当
時
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
麗
女
が
国
学
と
の
関
わ

り
か
ら
論
じ
ら
れ
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は

両
作
品
の
序
文
が
『
池
の
藻
屑
』
は
江
村
北
海
、『
月
の
ゆ
く
へ
』
は
野
村
東

皐
に
よ
り
付
さ
れ
、
双
方
漢
学
者
の
手
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

江
村
北
海
（
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
～
天
明
八
（
一
七
八
八
））
は
朱
子
学
派

の
儒
者
で
、
福
井
藩
の
儒
者
伊
藤
龍
洲
の
子
で
あ
る
。
宮
津
藩
儒
と
し
て
経
史

を
講
じ
た
が
、
の
ち
京
都
に
隠
棲
し
て
詩
作
に
専
念
し
た
。

野
村
東
皐
（
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
～
天
明
四
年
（
一
七
八
四
））
は
、
彦

根
藩
主
井
伊
直
幸
に
認
め
ら
れ
藩
儒
を
務
め
た
、
蘐
園
学
派
の
漢
学
者
で
あ
る
。

姓
は
野
、
名
は
公
台
、
字
は
子
賎
、
通
称
は
信
左
衛
門
。
新
左
衛
門
。
号
は
東

皐
、
蘘
園
。
服
部
南
郭
に
入
門
し
漢
詩
を
能
く
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

北
海
も
東
皐
も
、
作
品
の
権
威
付
け
と
し
て
は
十
分
な
人
物
で
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
歴
史
物
語
と
い
う
作
品
の
性
質
を
鑑
み
る
と
ふ
さ
わ
し
い
と
は

言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
東
皐
自
身
も
、『
月
の
ゆ
く
へ
』
序
文
で
「
嗟

余
素
よ
り
史
学
に
暗
く
、
国
籍
を
諳
せ
ず
、
則
ち
又
何
を
以
て
能
く
一
辞
を
賛

せ
ん
や
。」
と
述
べ
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
麗
女
が
選
ん
だ
の
は
漢

学
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
、
真
淵
・
宣
長
国
学
と
の
関
係
を
離
れ
、

東
皐
と
北
海
、
そ
し
て
麗
女
三
者
の
関
係
か
ら
考
え
て
見
た
い
。

ま
ず
、
東
皐
『
月
の
ゆ
く
へ
』
序
文
と
北
海
『
池
の
藻
屑
』
序
文
と
を
比
較

し
、
麗
女
と
作
品
に
対
す
る
評
価
を
確
認
す
る
。

な
お
、『
月
の
ゆ
く
へ
』『
池
の
藻
屑
』
共
に
原
文
は
漢
文
、
引
用
は
近
藤
瓶

近
世
中
期
の
漢
学
者
と
和
学
者
の
関
係

―
野
村
東
皐
・
江
村
北
海
・
荒
木
田
麗
女

―

時
　
　
田
　
　
紗
緒
里
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氏
城
校
『
史
籍
集
覽⑶
』
五
十
九
巻
所
収
『
月
の
ゆ
く
へ
』『
池
の
藻
屑
』
に
拠
っ

た
。
旧
字
・
異
体
字
を
通
行
字
体
に
適
宜
改
め
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
、
書
き

下
し
は
筆
者
に
よ
る
。

『
月
の
ゆ
く
へ
』『
池
の
藻
屑
』
は
、
史
実
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
る
た
め
、
東

皐
・
北
海
の
歴
史
観
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
池
の
藻
屑
』
の
北
海
序
で
は
、「
何
を
か
実
と
謂
ふ
や
。
歴
代
の
正
史
の
如

き
、
是
な
り
。
何
を
虚
と
謂
ふ
や
、
野
史
小
説
の
如
き
是
な
り
」
と
し
て
い
て
、

「
正
史
」
を
「
実
」、「
野
史
小
説
」
を
「
虚
」
と
す
る
。
東
皐
は
、
歴
史
を
題

材
と
し
た
作
品
を
「
国
史
亡
び
て
稗
官
作
り
、
稗
官
降
り
て
野
史
出
づ
」
と
し
、

「
国
史
」「
稗
官
小
説
」「
野
史
」
の
三
つ
に
分
類
す
る
。「
正
史
」
と
は
、
勅
撰

の
歴
史
書
の
こ
と
で
、
六
国
史
と
呼
ば
れ
る
『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本
紀
』・『
日

本
後
紀
』・『
続
日
本
後
紀
』・『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』・『
日
本
三
代
実
録
』、

も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
公
の
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
北
海
の
述
べ
る

「
正
史
」
と
東
皐
が
述
べ
る
「
国
史
」
と
は
同
一
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
『
池
の
藻
屑
』
北
海
序
は
、「
正
史
」
以
外
の
も
の
全
て
を
「
野
史

小
説
」
と
定
め
る
。
対
す
る
東
皐
が
「
野
史
」
と
す
る
の
は
、「
野
史
の
如
き

に
至
り
て
は
、
則
ち
杜
撰
無
稽
、
其
の
濫
已
に
甚
し
く
、
冗
套
一
轍
、
愈
々
下
、

愈
々
鄙
な
り
、
な
ん
ぞ
観
る
に
足
ら
ん
や
。」
と
す
る
、
史
書
と
し
て
作
ら
れ

た
が
故
意
か
過
失
か
を
問
わ
ず
誤
り
の
多
い
も
の
か
、
歴
史
の
要
素
を
含
む
が

娯
楽
性
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
。

東
皐
の
序⑷
で
は
「
稗
官
小
説
」
は
、

そ
れ
稗
官
小
説
の
書
は
、
方
言
俗
語
細
か
に
従
ひ
て
大
を
遺
れ
、
務
め
て

情
事
を
摸
し
、
動
も
す
れ
ば
淫
褻
に
渉
れ
ば
、
以
て
訓
ふ
べ
か
ら
ず
。
然

れ
ど
も
宮
壷
の
隠
秘
、
君
相
の
忌
憚
、
往
々
に
し
て
其
書
に
散
見
し
、
実

に
少
な
か
ら
ず
と
な
す
。
し
か
し
て
中
古
の
風
俗
、
歴
世
の
盛
衰
、
亦
縁

て
以
て
一
二
を
考
ふ
べ
し
。
今
其
れ
諸
鏡
諸
語
の
属
、
其
の
記
載
す
る
所
、

大
体
に
関
係
有
る
も
の
鮮
し
。
然
れ
ど
も
亦
或
は
以
て
史
の
闕
文
を
補
ふ

べ
し
。
故
に
文
献
不
足
す
と
雖
も
、
猶
ほ
徴
に
足
る
者
是
に
於
い
て
存
す
。

取
る
こ
と
勿
れ
と
欲
す
と
雖
も
、
君
子
其
の
諸
を
舎
し
、
則
ち
古
を
稽
し

世
を
論
ず
る
者
は
、
以
て
読
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず

と
私
撰
の
歴
史
書
の
こ
と
と
す
る
が
、「
諸
鏡
諸
語
」
と
し
て
四
鏡
や
そ
れ
に

類
す
る
も
の
や
、
物
語
類
ま
で
を
広
く
言
う
。「
月
の
ゆ
く
へ
」
は
、
鏡
も
の

に
倣
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
稗
官
小
説
」
に
分
類
で
き
る
。
東
皐
は
、「
稗

官
小
説
」
が
中
古
の
風
俗
を
伝
え
、
宮
中
に
関
す
る
公
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を

伝
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
歴
史
書
的
価
値
を
見
出
せ
る
と
指
摘
し
、
東
皐
が
述

べ
る
所
の
「
稗
官
小
説
」
と
「
野
史
」
と
の
違
い
は
、
歴
史
書
と
し
て
の
価
値

が
あ
る
か
否
か
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

北
海
は
、「
野
史
小
説
」
に
つ
い
て
「
史
の
欠
文
を
補
ふ
」
も
の
を
評
価
す
る
。

『
栄
華
物
語
』
か
ら
『
宇
治
拾
遺
集
』
や
『
源
氏
物
語
』、『
大
鏡
』
を
始
め
と

す
る
歴
史
物
語
ま
で
ひ
っ
く
る
め
て
そ
の
価
値
を
見
出
す
が
、
特
に
四
鏡
を
仮

名
で
書
か
れ
た
作
品
の
中
で
も
正
し
く
歴
史
を
伝
え
る
も
の
と
し
、『
池
の
藻

屑
』
に
つ
い
て
「
謂
可
し
四
鏡
之
書
、
此
を
併
せ
て
五
と
為
す
も
、
豈
奇
歎
激

賞
せ
ざ
る
可
け
ん
や
」
と
述
べ
る
。

東
皐
は
、『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
作
品
評
価
を
、「
史
学
を
裨
助
す
る
に
足
れ
り
」

と
し
て
お
り
、
東
皐
の
述
べ
る
所
の
「
稗
官
小
説
」
と
し
て
、
野
史
と
は
一
線

を
画
す
評
価
を
下
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
と
東
皐
と
は
同
じ
よ
う
な
歴
史
観
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

麗
女
の
歴
史
物
語
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
だ
が
、
面
白
い
の
は
麗
女
の
評
価
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に
対
す
る
違
い
で
あ
る
。

北
海
は
、『
池
の
藻
屑
』
序
文
に
お
い
て
麗
女
の
人
物
像
を
「
紐
を
組
み
裁

縫
は
百
爾
女
工
、
精
妙
な
ら
ざ
る
な
し
。」
と
、
述
べ
て
い
て
、
朱
子
学
的
な

女
性
像
、
す
な
わ
ち
良
妻
賢
母
を
理
想
と
す
る
女
性
観
に
基
づ
く
評
価
を
下
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

対
し
て
東
皐
は
、
麗
女
に
つ
い
て
東
皐
は
「
清
渚
は
素
よ
り
彤
管
の
才
有

り
。」
と
評
す
る
。「
彤
管
」
と
は
、
軸
が
朱
塗
り
の
筆
の
こ
と
で
中
国
で
は
古

来
後
宮
の
記
録
を
す
る
記
録
官
の
女
性
を
置
き
、「
女
史
」
と
称
し
て
い
た
。

唐
代
に
、
女
史
の
一
つ
に
女
史
が
彤
管
を
用
い
た
こ
と
か
ら
「
彤
史
」
と
い
う

官
が
存
在
し
て
い
て⑸
、
そ
こ
か
ら
東
皐
は
「
彤
管
の
才
」
を
歴
史
物
語
を
書
く

才
能
と
い
う
意
味
合
い
で
使
用
す
る
。
同
時
に
、
中
国
に
お
い
て
は
女
性
が
正

式
な
官
と
し
て
歴
史
を
叙
述
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

序
文
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
は
、
北
海
は
荒
木
田
氏
の
筆
硯
の
余
波
及
び
詞

詩
は
、
余
に
正
を
請
ふ
。
故
を
以
て
池
の
藻
屑
の
序
は
余
辞
す
る
を
得
ず
」
と

述
べ
て
い
て
、
北
海
が
麗
女
の
漢
詩
の
師
で
あ
り
、
学
問
上
の
師
で
あ
る
た
め

に
序
文
執
筆
に
至
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
こ
こ
で
改
め
て
北
海
と
麗
女
と
の
関
係
を
確
認
し
た
い
。

『
慶
德
麗
女
遺
稿⑹
』
に
よ
る
と
、
麗
女
は
幼
少
の
頃
か
ら
漢
学
に
親
し
ん
だ

が
、
本
格
に
始
め
た
の
は
三
七
才
（
明
和
三
年
（
一
七
六
八
））
の
時
で
あ
る
。

夫
に
勧
め
で
共
に
上
洛
し
、
江
村
北
海
（
正
徳
三
年
十
月
八
日
（
一
七
一
三
年
）

～
天
明
八
年
（
一
七
八
八
））
の
門
で
漢
詩
を
学
び
始
め
た
。

北
海
へ
の
弟
子
入
り
に
つ
い
て
麗
女
は
『
慶
德
麗
女
遺
稿
』
に
、

詩
を
も
作
る
べ
く
良
人
す
ゝ
め
ら
る
れ
ど
、
是
は
才
力
な
く
て
、
い
と
か

た
き
こ
と
に
し
け
る
を
、
し
ひ
て
催
さ
る
ゝ
も
詮
方
な
し
。
を
り
し
も
姪

興
正
が
京
に
遊
学
し
け
る
を
た
よ
り
に
、
江
村
北
海
先
生
の
門
に
入
り
し

も
、
は
か
〴
〵
し
く
も
え
せ
ね
こ
と
ゆ
ゑ
恥
ず
か
し
く
思
ひ
た
り
。

と
記
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
海
は
『『
日
本
詩
史⑺
』
に
お
い
て
、

伊
勢
山
田
の
祀
官
の
婦
、
荒
木
田
氏
、
読
書
を
好
み
、
和
歌
連
歌
を
善
く

す
。
近
頃
詩
を
作
る
こ
と
を
学
ぶ
。
間
佳
篇
有
り
。
婉
順
に
し
て
閨
閤
の

本
色
を
失
は
ず

と
麗
女
の
漢
詩
を
高
く
評
価
す
る
。
北
海
は
、
大
阪
の
片
山
北
海
、
江
戸
の
入

江
北
海
と
で
、「
三
都
の
三
北
海
」
と
称
さ
れ
た
ほ
ど
の
漢
詩
人
で
あ
り⑻
、
そ

の
北
海
に
ま
だ
弟
子
入
り
し
て
さ
ほ
ど
経
た
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
評
価
を
得
て

い
る
こ
と
は
、
麗
女
の
漢
詩
の
実
力
は
一
定
水
準
以
上
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、

北
海
は
麗
女
に
「
紫
山
」
の
号
を
送
っ
て
い
る
。

北
海
の
『
日
本
詩
史
』
に
よ
る
紹
介
を
契
機
と
し
て
、
自
然
麗
女
の
漢
詩
は

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
か
、
漢
詩
人
と
の
交
流
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
の
様
子
は
、『
初
午
の
日
記
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の
旅
に
二
月
九
日
か
ら
六
十
八
日
間
、
麗
女
と
夫

家
雅
は
従
者
と
共
に
、
現
在
の
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
・
奈
良
・
和
歌
山
・
兵
庫

を
巡
っ
た
。
各
地
の
名
所
を
訪
れ
て
そ
の
様
子
を
歌
に
詠
ん
だ
り
、
文
人
を
訪

ね
交
流
し
た
。『
初
午
の
日
記
』
に
つ
い
て
、
雲
岡
梓
氏
「
荒
木
田
麗
女
の
紀

行
文
『
初
午
の
日
記
』『
後
午
の
日
記
』
の
道
程⑼
」
に
よ
り
、
そ
の
旅
の
道
程

と
面
会
者
、
道
中
で
詠
ま
れ
た
和
歌
・
漢
詩
等
の
一
覧
の
表
が
示
さ
れ
た
。
名

が
挙
が
る
文
人
は
二
十
六
名
で
、
そ
の
う
ち
詳
細
不
明
の
五
名
を
除
い
た
十
四

名
が
漢
学
者
で
あ
る
。『
初
午
の
日
記
』
の
旅
は
漢
学
者
と
の
交
流
も
目
的
の
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一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
旅
行
時
、
二
月
十
八
日
京
に
到
着
し
た
折
、
江
村
北
海
は
播
磨
に
向

か
っ
て
い
て
留
守
だ
っ
た
ら
し
い
。
北
海
の
息
子
清
田
龍
川
が
「
爰
に
あ
る
べ

う
」
と
言
っ
て
も
て
な
し
て
く
れ
た
の
で
、
居
心
地
の
良
い
滞
在
に
な
っ
た
と

い
う
。
龍
川
は
、
江
村
北
海
の
三
男
。
北
海
の
弟
で
叔
父
に
当
た
る
清
田
文
興

の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る⑽
。

『
池
の
藻
屑
』
は
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
二
月
二
月
に
成
立
し
、
北
海
の
序

は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
九
月
に
成
立
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
安

永
三
年
以
前
に
麗
女
が
『
池
の
藻
屑
』
序
文
を
依
頼
す
る
人
物
と
し
て
、
自
ら

の
師
に
権
威
付
け
の
た
め
に
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
北
海
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。

一
方
で
、
麗
女
と
東
皐
の
交
流
は
、『
慶
德
麗
女
遺
稿
』
に
も
そ
の
様
子
が

書
か
れ
る
も
の
の
、
い
つ
頃
か
ら
麗
女
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
か
は
判
然
と

し
な
い
。

『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
成
立
は
明
和
八
年
八
月
十
五
日
で
、
東
皐
は
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）
九
月
に
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
序
文
を
書
い
て
い
る
。『
月
の
ゆ
く
へ
』

序
文
に
は
ま
ず
「
頃
者
其
良
人
如
松
、
清
渚
著
す
所
の
『
月
之
行
邊
』
を
繕
写

し
、
諸
余
の
草
堂
に
至
る
、
曽
簡
に
於
い
て
弁
一
言
を
乞
う
。」
と
、『
月
の
ゆ

く
へ
』
の
序
文
依
頼
が
麗
女
の
夫
家
雅
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、『
月
の

ゆ
く
へ
』
を
送
り
、
書
簡
で
序
文
を
依
頼
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

往
歳
相
ひ
携
へ
、
西
の
五
畿
間
に
遊
び
、
湖
中
を
迂
道
し
、
草
堂
顧
問
す
。

余
は
乃
ち
之
と
相
識
を
得
る
。
時
已
に
弁
言
の
託
有
り
。
余
敢
て
当
せ
ず

と
雖
も
、
心
窃
に
既
に
之
を
許
せ
り
。
爾
来
数
歳
、
書
問
往
復
し
、
情
誼

益
厚
し
。
屡
清
渚
之
業
寓
目
す
る
を
得
る
。

と
の
記
載
か
ら
、
書
簡
で
の
依
頼
時
に
は
家
雅
・
麗
女
共
に
東
皐
と
直
接
対
面

し
た
こ
と
が
な
く
、
対
面
し
て
か
ら
手
紙
を
や
り
取
り
し
て
交
流
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
面
会
以
前
に
は
麗
女
と
東

皐
と
は
、
個
人
的
な
交
流
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
麗
女
が
東
皐
に

序
文
を
依
頼
し
た
の
は
、『
月
の
ゆ
く
へ
』
成
立
以
降
安
永
八
年
ま
で
と
な
る

が
、
全
く
交
流
の
な
か
っ
た
両
者
が
初
め
て
対
面
し
て
い
る
の
が
安
永
六
年
、

そ
れ
以
前
に
序
文
執
筆
依
頼
を
手
紙
で
行
っ
た
と
す
る
と
、
東
皐
の
目
立
つ
業

績
と
し
て
安
永
五
年
に
『
大
石
良
雄
復
君
讐
論
』
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
こ
れ
を
麗
女
が
目
に
し
て
『
月
の
ゆ
く
へ
』
と
の
何
ら
か
の
思
想
的
共
通

性
を
見
出
し
た
た
め
に
序
文
依
頼
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
成
り

立
つ
。

『
大
石
良
雄
復
君
讐
論
』
は
、
主
君
浅
野
内
匠
頭
長
矩
の
恥
辱
を
そ
そ
ぐ
た

め
、
そ
の
家
臣
達
四
十
七
人
が
結
束
し
て
吉
良
上
野
介
義
央
を
討
っ
た
、
赤
穂

事
件
に
関
す
る
論
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
三
月

十
四
日
、
勅
使
接
待
役
の
浅
野
内
匠
頭
が
突
然
吉
良
上
野
介
に
江
戸
城
松
の
廊

下
で
切
り
つ
け
、
失
敗
。
浅
野
は
切
腹
、
城
地
没
収
の
上
絶
家
の
判
決
を
受
け

た
第
一
の
事
件
と
、
結
果
、
赤
穂
藩
は
解
体
し
て
藩
士
は
全
て
浪
人
と
な
り
、

そ
の
う
ち
の
四
十
七
人
が
翌
十
五
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
、

吉
良
邸
を
襲
撃
し
、
主
君
の
敵
を
討
つ
と
い
う
第
二
の
事
件
を
ま
と
め
て
「
赤

穂
事
件
」
と
総
称
す
る
。

赤
穂
事
件
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
儒
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
論
を
展
開

し
て
い
て
、『
大
石
良
雄
復
君
讐
論
』
は
東
皐
の
儒
者
と
し
て
の
立
場
を
表
明

す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

『
大
石
良
雄
復
君
讐
論
』
の
主
要
な
論
旨
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る⑾
。
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①
乃
赤
穂
候
之
死
、
是
死
於
法
也
、
是
非
死
於
讐
也
。

（
乃
ち
赤
穂
候
之
死
、
是
法
に
お
い
て
死
す
、
是
讐
に
よ
り
死
す
る
に

あ
ら
ざ
る
な
り
。）

②
夫
良
雄
等
亦
知
法
之
不
可
讐
、
而
不
知
義
央
亦
不
可
讐
、
一
唯
以
伸
君

憤
為
忠
、
而
不
与
共
戴
天
為
義
、
殊
不
知
不
共
戴
天
之
義
、
応
有
所
拠
、

而
伸
君
憤
、
即
成
君
私
也
。

（
夫
れ
良
雄
等
亦
法
の
讐
た
る
べ
か
ら
ず
を
知
り
て
義
央
亦
讐
べ
か
ら

ざ
る
を
知
ら
ず
、
一
に
唯
だ
君
の
憤
を
伸
ば
す
を
以
て
忠
と
為
し
て
、

共
に
天
を
戴
か
ざ
る
こ
と
を
義
と
為
す
、
殊
に
知
ら
ず
共
に
天
戴
か
ざ

る
義
、
拠
る
所
有
る
に
応
じ
て
、
君
の
憤
を
伸
ば
す
、
即
ち
君
の
私
を

成
す
な
り
。）

③
君
子
之
所
謂
忠
也
者
、
協
義
之
謂
也
、
苟
不
協
義
、
豈
足
為
忠
乎
。（
中

略
）
且
守
者
為
君
守
民
者
也
、
欲
全
己
忠
而
害
所
守
、
小
人
之
事
、
而

非
君
子
之
所
謂
忠
也
。
故
上
不
逆
公
法
、
中
不
失
臣
道
、
下
不
損
民
命
、

然
後
可
謂
忠
矣
。

（
君
子
の
所
謂
忠
は
、
義
に
協
ふ
を
謂
ふ
な
り
。
苟
し
く
も
不
義
に
協

は
ざ
る
も
の
、
豈
に
忠
と
為
す
に
足
ら
ん
や
。（
中
略
）
且
つ
守
は
君

と
為
し
民
を
守
る
者
な
り
、
己
の
忠
を
全
う
せ
ん
こ
と
を
欲
し
て
守
る

所
の
害
、
小
人
の
事
に
し
て
、
君
子
之
の
所
謂
忠
に
非
ざ
る
な
り
。
故

に
上
公
法
に
逆
は
ず
、
中
臣
道
を
失
は
ず
、
下
民
命
損
は
ず
、
然
る
後

に
忠
と
謂
う
べ
し
。）

※
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
書
き
下
し
は
筆
者
に
よ
る
。
適
宜
異
体
字
・
旧

字
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

東
皐
は
、
浅
野
内
匠
頭
に
つ
い
て
処
刑
を
免
れ
な
い
罪
を
犯
し
た
と
述
べ
る
。

死
は
自
ら
が
招
い
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
吉
良
や
幕
府
と
い
っ
た
仇
に
よ
っ
て
死

ん
だ
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
大
石
ら
赤
穂
浪
士
は
、
法
に
よ
っ
て

吉
良
が
仇
に
当
た
ら
ず
復
讐
す
べ
き
で
は
な
い
と
知
り
な
が
ら
、
主
の
私
憤
を

晴
ら
す
こ
と
を
義
と
し
て
、
吉
良
を
殺
す
こ
と
を
義
と
定
め
た
。
で
は
、
義
と

は
何
な
の
か
。
そ
も
そ
も
、
浅
野
が
す
べ
き
こ
と
は
、
君
主
と
し
て
民
を
守
る

こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
浅
野
は
法
を
守
り
、
大
石
ら
赤
穂
浪
士
は
臣
道
を

守
っ
て
、
民
の
命
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
、
こ
れ
こ
そ
が
義
で
あ
る
と
東

皐
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
義
が
あ
っ
て
忠
が
語
ら
れ
る
べ
き
で
、
己
の
忠

を
全
う
す
る
た
め
に
主
君
の
命
を
守
る
の
は
害
で
し
か
な
い
と
す
る
。

東
皐
の
主
張
で
注
目
す
べ
き
は
、
大
石
ら
家
臣
に
浅
野
に
従
う
必
要
は
な

か
っ
た
と
す
る
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
全
く
浅
野
の
命
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、

城
を
明
け
渡
す
際
に
全
員
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
浅
野
は
本

来
赤
穂
藩
主
と
し
て
領
民
を
守
る
事
が
仕
事
な
の
だ
か
ら
、
家
臣
達
は
そ
れ
を

引
き
継
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
自
死
も
仇
討
ち
も
推
奨
し
な
い
。

幕
府
も
吉
良
も
復
讐
す
る
相
手
で
は
な
く
、
強
い
て
い
う
な
ら
浅
野
が
恨
む
べ

き
対
象
だ
が
、
主
君
で
あ
り
死
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
仇
と
も
な
ら
な
い
。
東
皐

の
理
論
か
ら
言
え
ば
、
赤
穂
浪
士
達
に
は
仇
が
存
在
し
な
い
。

さ
て
、『
月
の
ゆ
く
へ
』
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
お
け
る
建

礼
門
院
の
主
君
は
、
本
来
な
ら
ば
高
倉
天
皇
も
し
く
は
高
倉
天
皇
が
該
当
す
る
。

し
か
し
、
高
倉
天
皇
は
病
死
し
て
し
ま
う
の
で
、
安
徳
天
皇
有
す
る
平
家
が
仕

え
る
べ
き
主
君
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
平
家
に
と
っ
て
の
仇
は
源
氏
で
あ

り
、
原
因
を
つ
く
っ
た
後
白
河
上
皇
で
も
あ
る
の
で
、
建
礼
門
院
の
仇
と
し
て
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考
え
ら
れ
る
の
は
源
氏
と
後
白
河
上
皇
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
か
。

『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
お
い
て
、
直
接
的
な
仇
で
あ
る
源
氏
に
対
す
る
建
礼
門

院
の
心
情
が
窺
え
る
描
写
は
『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
一
切
な
い
。

平
家
滅
亡
後
、
建
礼
門
院
は
生
き
残
り
後
白
河
法
皇
と
対
面
す
る
場
面
が
描

か
れ
る
。

後
に
は
大
原
の
奥
な
る
寂
光
院
に
入
ら
せ
給
ひ
、
御
ぐ
し
お
ろ
し
て
静
か

に
行
は
せ
給
ふ
。
先
帝
の
浅
ま
し
か
り
し
御
宿
世
を
、
物
う
く
悲
し
き
事

に
思
ひ
て
、
後
の
世
の
闇
路
の
ひ
か
り
な
る
ば
か
り
、
ま
め
や
か
に
佛
の

道
を
の
み
な
む
、
願
は
せ
給
ひ
、
ま
ぎ
る
ゝ
方
な
く
、
つ
と
め
さ
せ
給
へ

る
、
い
と
尊
き
御
様
に
侍
り
。（
中
略
）
後
に
は
昔
の
心
よ
せ
な
る
人
も
、

と
ぶ
ら
ひ
参
り
、
一
院
さ
へ
お
と
づ
れ
聞
え
さ
せ
給
へ
り

こ
の
場
面
は
、「
大
原
御
幸
」
と
し
て
知
ら
れ
る
場
面
で
、
平
家
物
語
諸
本

に
は
後
白
河
を
恨
む
描
写
が
為
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、『
月
の
ゆ
く

へ
』
で
は
「
昔
の
心
よ
せ
な
る
人
」
と
建
礼
門
院
右
京
大
夫
と
並
べ
、「
一
院

さ
へ
」
訪
れ
る
と
書
く
。
こ
れ
は
、
建
礼
門
院
が
落
ち
ぶ
れ
て
な
お
後
白
河
院

が
訪
れ
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
と
示
す
た
め
の
描
写
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、

少
な
く
と
も
建
礼
門
院
か
ら
後
白
河
院
へ
の
恨
み
は
読
み
取
れ
な
い
。『
大
石

良
雄
復
君
讐
論
』
と
同
じ
く
、「
月
の
ゆ
く
へ
」
に
は
建
礼
門
院
に
と
っ
て
の

仇
が
存
在
し
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

で
は
、『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
お
け
る
悪
と
は
何
か
。

高
倉
天
皇
の
描
写
の
特
徴
的
な
部
分
を
挙
げ
る
と
、

・
春
日
の
し
な
ひ
も
な
が
く
栄
ゆ
る
春
に
あ
ひ
、
源
の
清
き
派
の
末
ひ
ろ

ご
り
て
、
数
そ
ふ
星
の
位
の
光
も
曇
り
な
き
御
代
と
て
、
帝
の
き
び
は

に
坐
す
程
も
、
世
の
中
う
し
ろ
め
た
か
ら
ず
。
上
り
て
の
世
に
も
恥
ぢ

ぬ
様
な
り
。

・
あ
け
む
年
は
上
御
冠
の
事
あ
る
べ
し
と
て
、
さ
や
う
の
御
ま
う
け
と
ぞ

聞
え
し
。（
中
略
）
十
一
に
な
ら
せ
た
ま
へ
ど
、
い
み
じ
う
お
と
な
び

さ
せ
給
ひ
、
御
容
も
ま
ほ
に
め
で
た
う
、
御
心
ば
へ
も
な
つ
か
し
う
お

は
し
ま
す
。（
中
略
）
院
も
女
院
も
め
づ
ら
し
う
待
ち
見
奉
ら
せ
給
ひ
、

あ
げ
お
と
り
だ
に
せ
さ
せ
給
は
ず
、
い
と
ゞ
し
う
な
ま
め
か
し
さ
そ
ひ

て
、
あ
て
に
け
だ
か
き
御
様
を
、
限
り
な
う
御
覧
じ
て
、
か
つ
は
ゆ
ゝ

し
う
さ
へ
思
召
さ
れ
て
、
御
涙
も
忍
び
か
ね
さ
せ
給
へ
り
。

・
上
わ
か
う
お
は
し
ま
せ
ど
、
お
心
ば
へ
め
で
た
く
、
道
々
の
ざ
え
か
し

こ
く
物
せ
さ
せ
給
ひ
、
文
の
か
た
を
も
、
殊
に
こ
の
ま
し
う
せ
さ
せ
給

へ
ば
、
君
達
も
心
ば
み
給
へ
る
多
く
、
古
き
博
士
ど
も
も
時
に
あ
ひ

つ
ゝ
、
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
、
優
な
る
遊
び
繁
く
…

・
上
は
こ
と
物
よ
り
も
、
笛
を
の
み
な
む
、
い
み
じ
き
も
の
に
せ
さ
せ
給

ひ
、
御
心
入
れ
さ
せ
給
へ
ば
、
常
に
め
で
た
き
音
に
吹
か
せ
給
ふ
。

・
上
は
又
歌
を
も
好
ま
せ
給
ひ
、
を
り
ふ
し
に
よ
ま
せ
給
へ
る
も
多
く
侍

り
。

そ
の
容
姿
や
資
質
を
賞
賛
し
、
特
に
学
問
や
芸
術
に
秀
で
た
人
物
と
し
て
描
く
。

ま
た
、
高
倉
天
皇
が
病
死
し
た
際
の
描
写
は
、
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同
じ
帝
と
聞
ゆ
れ
ど
、
御
心
ば
へ
の
殊
に
あ
り
が
た
う
物
せ
さ
せ
給
ひ
、

民
を
育
く
ま
せ
給
ふ
御
心
の
あ
ま
ね
さ
は
、
昔
の
聖
の
帝
の
た
め
し
に
劣

ら
せ
給
は
ず
、
山
嵐
の
寒
き
夜
は
、
片
田
舎
の
賤
の
住
家
を
、
は
る
か
に

思
召
し
や
ら
せ
給
ひ
、
竈
の
煙
の
立
ち
そ
ふ
朝
は
、
国
民
の
豊
か
な
る
を

よ
ろ
こ
ば
せ
給
ひ
、
人
を
憐
れ
ま
せ
た
ま
ふ
御
心
ふ
か
う
坐
せ
ば
、
男
も

女
も
仕
う
ま
つ
り
よ
く
て
、
萬
代
と
の
み
祈
り
聞
え
さ
せ
し
に
、（
中
略
）

末
の
代
に
は
あ
ま
る
ば
か
り
の
御
心
の
め
で
た
さ
を
、
天
が
下
こ
ぞ
り
て

惜
し
み
奉
ら
ぬ
は
な
し
。

と
あ
っ
て
、
為
政
者
と
し
て
の
麗
女
の
理
想
像
を
高
倉
天
皇
が
担
っ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
一
方
の
後
白
河
院
の
描
写
は
、

高
雄
寺
の
文
覚
と
い
へ
る
聖
参
り
て
、
用
意
な
く
み
だ
り
が
は
し
き
ふ
る

ま
ひ
仕
う
ま
つ
り
に
け
れ
ば
、
院
心
な
し
と
む
つ
か
ら
せ
給
ひ
、
北
面
の

人
々
し
て
、
搦
め
さ
せ
給
ひ
、
伊
豆
国
に
流
し
つ
か
は
さ
れ
き
。

と
、
自
ら
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
こ
と
で
、
個
人
的
に
武
力
を
行
使
す
る
描

写
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
白
河
院
も
ま
た
、
平
家
に
武
力
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ

る
。

入
道
、
宗
盛
の
大
納
言
を
、
法
住
寺
に
参
ら
せ
て
、
院
を
さ
へ
む
か
へ
奉

り
、
鳥
羽
殿
に
お
し
こ
め
奉
る
。（
中
略
）
院
の
う
へ
は
さ
ら
に
う
つ
ゝ

と
も
思
召
さ
れ
ず
、
唯
あ
き
れ
さ
せ
給
へ
る
御
様
な
り
け
る
が
、
日
頃
に

な
り
ぬ
る
ま
ゝ
に
、
い
と
ゞ
し
う
浅
ま
し
く
思
召
さ
れ
て
、
御
涙
に
お
ぼ

ら
れ
て
の
み
過
ご
さ
せ
た
ま
ふ
。

高
倉
院
が
死
し
て
後
は
、
後
白
河
院
と
平
家
の
溝
は
深
ま
り
、
後
白
河
院
は

源
氏
の
武
力
で
平
家
と
争
う
。
源
氏
の
義
仲
の
力
で
平
家
を
京
か
ら
追
い
出
し

た
後
白
河
院
だ
が
、
今
度
は
義
仲
に
脅
か
さ
れ
る
。

も
と
よ
り
さ
る
片
田
舎
に
生
い
立
ち
し
者
な
り
け
れ
ば
、
ひ
た
ぶ
る
に
夷

心
に
て
、
か
た
く
な
し
き
事
の
み
な
り
し
が
、
は
て
は
院
の
お
は
し
ま
す

法
住
寺
殿
に
参
り
、
い
と
い
た
く
み
だ
り
が
は
し
き
ふ
る
ま
ひ
ど
も
を
し

つ
ゝ
、
や
ん
ご
と
な
き
御
方
々
の
、
そ
こ
な
は
れ
さ
せ
給
へ
る
も
か
た
じ

け
な
く
、
上
人
北
面
の
侍
ど
も
な
ど
は
、
数
も
な
う
失
は
れ
け
り
。
御
殿

に
火
を
さ
へ
さ
し
て
、
む
く
つ
け
き
事
い
ふ
限
り
な
し
。（
中
略
）
平
家

の
人
々
の
あ
く
が
れ
出
で
に
し
を
り
に
も
、
や
ゝ
た
ち
ま
さ
り
た
る
ら
う

が
は
し
さ
の
、
め
ど
ら
か
な
る
ま
で
に
侍
り
。

よ
う
や
く
宮
中
が
落
ち
着
く
の
は
、
義
経
が
義
仲
を
討
っ
て
後
で
あ
る
。
す
で

に
武
力
を
よ
り
大
き
な
武
力
で
抑
え
る
他
な
く
、
徳
の
力
で
世
を
治
め
る
と
い

う
麗
女
が
理
想
と
す
る
高
倉
天
皇
の
御
代
の
様
相
は
、
見
る
影
も
な
い
。

『
大
石
良
雄
復
君
讐
論
』
と
『
月
の
ゆ
く
へ
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
建
礼

門
院
と
大
石
ら
赤
穂
浪
士
、
平
家
と
浅
野
、
源
氏
と
吉
良
、
後
白
河
法
皇
と
幕

府
が
似
た
立
場
に
あ
り
、
そ
の
構
造
が
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

仇
と
は
何
か
、
悪
と
は
何
か
、
と
考
え
た
と
き
に
両
者
共
に
仇
は
存
在
せ
ず
、

悪
は
武
力
と
見
る
。
つ
ま
り
、
悪
は
人
で
は
な
く
、
武
力
を
行
使
し
た
こ
と
な

の
で
あ
る
。
麗
女
は
こ
の
よ
う
な
共
通
点
か
ら
、
建
礼
門
院
を
肯
定
的
に
評
価

し
た
『
月
の
ゆ
く
へ
』
を
東
皐
が
理
解
し
て
く
れ
る
も
の
と
判
断
し
て
、
序
文

執
筆
依
頼
に
至
っ
た
。
麗
女
の
意
に
適
う
序
文
執
筆
が
可
能
な
人
物
が
周
囲
に

い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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東
皐
の
思
想
の
特
殊
性
は
、
東
皐
が
老
子
の
思
想
に
影
響
さ
れ
て
い
る
事
に

よ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
東
皐
は
、
太
宰
春
台
『
老
子
特
解
』
の
序
文
を
書
い
て

お
り
、
老
子
の
思
想
に
つ
い
て
肯
定
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。『
老
子
特
解
』

は
、
二
巻
二
冊
か
ら
成
る
老
子
の
注
釈
書
で
天
明
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
第
一

巻
の
三
一
章
ま
で
は
太
宰
春
台
が
執
筆
し
、
以
降
は
春
台
が
病
に
倒
れ
た
た
め
、

宮
田
子
亮
が
後
を
継
い
で
完
成
さ
せ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
、
従
来
の
老
子
の

注
釈
者
に
よ
ら
な
い
独
自
の
注
を
目
指
し
た
こ
と
が
あ
る
。

東
皐
は
、
そ
の
春
台
の
意
志
を
継
ぎ
、
儒
教
を
学
ぶ
者
に
は
老
子
を
学
ぶ
必

要
が
あ
る
と
の
考
え
を
序
文
で
表
明
し
て
い
る
。

・
世
之
学
老
子
者
、
則
詘
儒
学
。
是
不
知
老
耼
之
心
也
。
儒
学
亦
詘
老
子
、

是
不
知
孔
子
之
心
也
。

（
世
の
老
子
を
学
ぶ
者
は
、
則
ち
儒
学
を
詘
く
。
是
老
耼
の
心
を
知
ら

ず
。
儒
学
亦
老
子
を
詘
く
、
是
孔
子
の
心
を
知
ら
ず
。）

・
支
聖
人
之
道
猶
五
教
也
、
諸
子
百
家
猶
醫
薬
也
。
人
有
痊
病
則
不
得
不

用
醫
薬
是
。
然
諸
子
百
家
、
通
於
救
世
。（
略
）
而
知
聖
人
必
有
所
於

老
耼
学
。

（
聖
人
の
道
を
支
う
る
こ
と
猶
ほ
五
教
の
ご
と
く
な
り
、
諸
子
百
家
は

猶
ほ
醫
薬
の
ご
と
し
。
人
病
を
痊
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
則
ち
醫
薬
を
用

い
ざ
る
こ
と
得
ず
、
是
な
り
。
然
ば
諸
子
百
家
は
、
世
を
救
う
こ
と
に

通
ず
。（
略
）
し
こ
う
し
て
聖
人
を
知
る
に
必
ず
老
耼
に
学
ぶ
所
有
り
。）

※
原
漢
文
、
今
治
河
野
美
術
館
蔵
本
よ
り
抜
粋
。

※
返
り
点
・
送
り
仮
名
、
書
き
下
し
は
筆
者
に
よ
る
。

中
野
三
敏
氏
は
、
儒
者
と
老
荘
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
近
世
中
期
に

お
け
る
老
荘
思
想
の
隆
盛
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

・
か
か
る
機
運
を
興
起
し
た
張
本
と
し
て
我
々
の
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
荻

生
徂
徠
を
盟
主
と
す
る
蘐
園
の
儒
者
た
ち
で
あ
る
が
、
…
（
略
）
そ
の

周
辺
の
儒
者
に
よ
っ
て
そ
の
大
半
が
著
さ
れ
て
い
る
事
で
、
こ
の
推
定

が
確
実
な
も
の
と
な
る
。

・
元
来
儒
者
に
し
て
老
荘
を
説
く
者
は
殆
ど
が
儒
老
、
仏
老
、
或
る
い
は

易
老
の
一
致
を
説
く
者
が
多
く
、
未
だ
老
子
一
道
の
説
を
打
ち
立
て
た

者
は
少
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
を
強
力
に
主
張
し
た
の
が
春
台
と
、
そ
の

弟
子
で
浜
松
の
儒
医
と
し
て
有
名
だ
っ
た
渡
辺
蒙
庵
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
の
な
か
に
、
春
台
に
続
き
東
皐
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

麗
女
は
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
序
文
を
交
流
の
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
東
皐

に
依
頼
し
た
。
東
皐
で
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
必
然
性
は
、
東
皐
に
存

在
す
る
老
子
の
思
想
の
肯
定
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
麗
女
の
歴
史
物
語
『
月
の
ゆ
く
へ
』『
池
の
藻
屑
』
序
文
を
漢
学
者

が
執
筆
し
て
い
る
こ
と
を
通
し
て
、
和
学
者
と
漢
学
者
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。

江
村
北
海
は
、『
池
の
藻
屑
』
の
序
文
を
麗
女
の
師
と
い
う
立
場
か
ら
執
筆

し
、
麗
女
を
高
く
評
価
し
、
歴
史
物
語
を
書
く
と
い
う
意
義
を
認
め
て
い
る
。

野
村
東
皐
は
、
そ
の
思
想
の
共
通
性
か
ら
麗
女
に
序
文
を
依
頼
さ
れ
、『
月
の

ゆ
く
へ
』
自
体
を
高
く
評
価
す
る
と
共
に
、『
月
の
ゆ
く
へ
』
序
文
を
契
機
と

し
て
、
交
流
す
る
に
足
る
人
物
と
し
て
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。
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近
世
中
期
に
お
い
て
は
、
様
々
な
思
想
が
存
在
し
、
互
い
に
影
響
し
合
っ
て

い
た
。
ま
た
、
同
じ
漢
学
者
と
い
え
ど
思
想
に
は
違
い
が
見
ら
れ
、
関
係
性
に

も
表
れ
る
。
思
想
や
流
派
を
越
え
た
交
流
は
、
近
世
中
期
の
複
雑
か
つ
豊
か
な

学
問
の
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

注
⑴　

伊
豆
野
タ
ツ
氏
「
荒
木
田
麗
女
の
学
問
と
素
養
―
物
語
作
品
を
通
じ
て
見
た
―
」

（『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
十
一
、
一
九
六
六
年
九
月
）

⑵　

雲
岡
梓
氏
『
荒
木
田
麗
女
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

⑶　

近
藤
活
版
所
、
一
八
八
四
年
。

⑷　
『
月
の
ゆ
く
へ
』
本
文
は
、
神
宮
文
庫
本
系
統
の
、
盛
岡
中
央
公
民
館
蔵
『
月
の

ゆ
く
へ
』（
御
巫
清
直
蔵
の
、
文
化
十
四
年
十
月
六
日
奏
光
基
の
手
に
よ
る
写
本
の

写
本
を
再
写
）。

⑸　

加
藤
周
一
氏
編
『
改
訂
新
版 

世
界
大
百
科
事
典
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）
参
考
。

⑹　

大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
編
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
第
一
巻
（
国
本
出
版
社
、
一
九
三

四
年
）
所
収
。

⑺　

清
水
茂
氏
、
揖
斐
高
氏
、
大
谷
雅
夫
氏
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
六
十
五
巻
』

所
収
『
日
本
詩
史
』
に
よ
っ
た
。

⑻　

西
沢
道
寛
氏
訳
註
、
江
村
北
海
『
日
本
詩
史
』
解
題
（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
一
年
）

⑼　

雲
岡
梓
氏
「
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
『『
初
午
の
日
記
』『
後
午
の
日
記
』
の
道
程
」

（『
人
文
論
究
』
六
十
四
号
（
一
）
二
〇
一
四
年
五
月
）

⑽　
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）

⑾　

鍋
田
晶
山
氏
編
、
国
書
刊
行
会
補
『
赤
穂
義
人
纂
書
』（
国
書
刊
行
会 

一
九
一
一

年
）。
書
き
下
し
は
筆
者
に
よ
る
。

　

受
　
贈
　
雑
　
誌
（
二
）

學
習
院
大
學
國
語
國
文
學
會
誌	

學
習
院
大
學
國
語
國
文
學
會

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文	

学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究

学	

科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻

学
大
国
文	

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
講
座
・
日

	

本
・
ア
ジ
ア
言
語
文
化

学
燈	

丸
善

金
沢
大
学
国
語
国
文	

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会

か
ほ
よ
と
り	

日
本
語
日
本
文
学
専
攻
院
生
研
究
会

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学	

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学
会

京
都
教
育
大
学
国
文
学
会
誌	

京
都
教
育
大
学
国
文
学
会

京
都
大
学
國
文
學
論
叢	

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語

	

学
国
文
学
研
究
室

キ
リ
ス
ト
教
文
学
研
究	

日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
会

金
城
日
本
語
日
本
文
化	

金
城
学
院
大
学
日
本
語
日
本
文
化
学
会

近
代	

神
戸
大
学
「
近
代
」
発
行
会

群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究	

群
馬
県
立
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

ク
ロ
ノ
ス	

京
都
橘
大
学
女
性
歴
史
文
化
研
究
所

藝
文
研
究	

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

言
語
表
現
研
究	

兵
庫
教
育
大
学
言
語
表
現
学
会

言
語
教
育
研
究	

拓
殖
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科

言
語
文
化
研
究	

聖
徳
大
学
大
学
院
言
語
文
化
学
会


